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AIエッジカメラ
S+ Camera Basic
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エッジAIカメラ「S+ Camera Basic」

ネットワークの制約無く

簡単に設置したい

エッジで処理したい

処理アルゴリズム容易に変
更したい

リモートから操作可能

セルラー回線標準搭載

軽量(300g), 汎用マウント、
電源挿すだけ

800万画素のカメラ

最新のRPi 4B+搭載

遠隔からアルゴリズムを更新



エッジAIカメラ「S+ Camera Basic」

電源刺すのみ セルラー搭載

800万画素 容易な
設置

高い拡張性



汎用的なマウントキットに対応

マグネット型、吸盤型、ネジ固定型
バーマウント型など多数の汎用マウント
キットに対応



簡単に設置

ネジ型マウントとポールマウントブラケットとの併用例
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S+ Camera Basic で実現できること

お客様

①「S+ Camera」の設置

②アルゴリズムを選択

③選択されたアルゴリズム
がデプロイ

④データを確認
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S+ Camera Basic で実現できること

お客様

①アルゴリズムを選択

②選択されたアルゴリズムが更新

③データを確認



簡単にカメラデバイスをコントロール



簡単にカメラデバイスをコントロール

カメラの情報



簡単にカメラデバイスをコントロール

Device LED

緑色のLEDが点灯。デバイス特定を簡単に



遠隔からカメラ
画像をチェック

簡単にカメラデバイスをコントロール



簡単にカメラデバイスをコントロール

S+ Camera Basicへのログイン

S+ Camera Basicをリスタート

S+ Camera BasicをShutdown



アルゴリズムインストールボタン

簡単に活用できるAIアルゴリズム



アルゴリズムの選択

簡単に活用できるAIアルゴリズム



アルゴリズム名、バージョン



選択可能なサンプルアルゴリズム
サンプルアルゴリズム一覧 内容

定期画像送信 SORACOM_ENV_WAIT間隔毎に SORACOM Harvest Files に画像をアップロードします。

顔検出 カメラが人間の目線を検出すると顔の周りを切り出して、SORACOM Harvest Files へ送
信します。

顔検出（プライバシ） 目線を検出すると目線にモザイクをかけて SORACOM_ENV_WAIT間隔毎に SORACOM 
Harvest Files の /cap/{Mosaic ID}に画像をアップロードします。

差分動画 1秒毎に取得した前後の画像を比較し、前後の画像に大きな変更があった画像
を SORACOM_ENV_WAIT分のアニメーションとして SORACOM Harvest Files にアップ
ロードします。

数字/文字読み取り 指定された範囲の数字やアルファベットを OCR によってテキスト化し
て、 /OCR/{Mosaic ID}に指定された範囲とテキストの情報をアップロードします。

物体検出 カメラに写った物体の認識と、認識した物体の位置を検出することができます。
SORACOM_ENV_WAIT間隔毎に検出された物体のアノテーションを付加した画像を
SORACOM Harvest Files へ送信します。(MobileNet SSD v2 (COCO)モデルを利用)

物体検出（Google Coral Edge 
TPU USB Accelerator）

Object Detection with Google Coral Edge TPU USB Acceleratorを利用できます。
(MobileNet SSD v2 (COCO)モデルを利用)



もちろん自前でのアルゴリズム開発も可能！

画像処理でよく使われるPythonモジュール
はインストール済み。（リストはこちら）
• boto3
• botocore
• dlib
• face-recognition
• numpy
• opencv-python
• opencv-contrib-python
• Pillow
• requests
• tensorflow
• tflite-runtime
• urllib3
• ….

ここにないものもプログラム起動時にpipで
インストール可能。

例えばカメラから画像を取得してHarvest Filesにアップ
ロードするなら以下のようなコードで実現可能です。

https://users.soracom.io/ja-jp/docs/mosaic/modules/


無償でご利用いただけるトライアル機能

ご自身の
オペレータIDから
操作可能



「S+ Camera Basic」の歩み
2020年

7月

USBカメラの
利用が可能

USB Acceleratorの
利用が可能

一般発売開始

2020年
10月

専用レンズ
発売開始

広角 0 .6倍

魚眼

望遠 1 0倍
APIの提供

2020年
3月

専用コンソールの提供

限定発売開始

2021年
2月

2021年
3月

動画対応

防水版

トライアル機能
提供開始



動画の取得が可能に！

• 録画の再生、停止をAPI経由で操作可能
• 録画データはS+ Camera本体内に保管され、保管

されたデータは自由に取り出してお客様環境に保
管可能

• 録画開始直前10分前からの遡り録画も可能
• コンソール画面上から録画、停止、ニアリアルタ

イム閲覧が可能

専用コンソール、API経由で動画の取得が可能となりました！

特徴

一般的な監視カメラ用途でのご利用や
特定の人/モノが写ったときだけ動画で録画などAIを絡めた動画の取得ができます。



S+ Camera WP
防水版 S+ Camera を4月に発売開始！

• 屋外利用可能
• 本体 IP66相等の防水機能
• 夜間撮影可能
• カメラ性能大幅向上
• デバイス管理、アルゴリズム管理

特徴




